





























































A Study on Demand Supply System of Researchers of University



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































P.M. Senge (1990), The  Fifth Discipline, （最強組織
の法則（1995）、守部保之訳、徳間書店）
考えられる。大学教育に携わる機会のより限
定されている「教育社会学」の分野において、
良くなる条件は見当たらない。さらに厳しい
状況すら予測される。
第₇章　結　　論
　大学教員の需要と供給の関係は、この業界
特有な内部的なことであり、あまり公開され
ず、不透明なこともある。さらに、時間遅れ
を伴い、また正確な情報も不足しており、実
態をさらにわかりにくくしている。その構造
の解明に至っては、手探りの状態であろう。
　本稿では、いずれの専門分野においても、
教員の実態数を掴む決定版となる情報源はな
く、実態把握は容易ではないことを示した。
また定義の仕方によって、大幅な数値の相違
が発生するものでもある。そのような状況下
で、関連した情報源に照らし合わせることに
より需要量を算出した。但し、前提や時点に
よって大幅に変化するので、細かな数値の真
偽を語ることはあまり意味を持たない。
　それを踏まえた上で、東京圏に限定した経
営情報分野における需要と供給の関係をもと
に検討した。データとそのモデルを示し、厳
しい現状である構造、また需要と供給は、慢
性的な高倍率であることも明らかにした。こ
の構造は、範囲を広げても、他の分野と入れ
替えて追試を行っても、大幅に変わることは
ないであろう。
　本質的な受け皿としての現実の需要と供給
に関する構造の側面に焦点を当てた本研究が、
新たに教育研究職を目指そうとする方や政策
を考える方々の参考となるものであれば幸い
である。
